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0.  はじめに 
ヒンディー語では、echo formation がよく使われる。「echo formation や echo word は南アジ
アの言語の典型的な特徴であり、ヒンディー語の khana vana‘食べ物’etc のような語のこ
とである。このような echo formation の語は base word の後ろに(しばしば、前に)echo word
がくる。echo word は base word の語頭音節を違う音節に置き換えて作られる。echo word は
base word を反響し、意味的な広がりを与える。」(Abbi , 1994 : 27-8 要約 , 筆者訳 , 以下も
欧文文献の訳は全て筆者による。) ここで例に挙げられている khana vana という語は khana
が base word であり、食べ物という意味の単語である。そして反響された要素 vana を echo 
word と呼んでいる。本稿ではこれらの呼び名を使用し、echo formation を EF, base word を





1.  先行研究 




 南アジアの多くに広がっている現象である echo formation という形態はほとんどの
学者に認められている。この現象は文語よりも口語でよく起こる。 
 echo word は base word の語頭にある音素(子音でも母音でも)、もしくは音節を違う音
素、音節にかえて、部分的に繰り返すものである。replacer(音素/音節)は程度の差はあ
れ固定している。base word の後ろ(まれに前にくることもある)に echo word がくる。 
  ヒンディー語の echo formation は語頭音節の子音を /v-/ に置換して反復するパター
ンが一般的である。 /v-/ 以降はすべて同じように繰り返される。語頭音節の母音は base 
word の語頭音節のものと同じである。  
ヒンディー語の EF は、したがって次のように表される： 
    (C) V → v V 
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base wordが母音からはじまっているとき、echo wordでは base wordの前に/v-/をおく。 
 Udhar‘貸し付け’；Udhar vUdhar‘貸し付け, etc’ 
base word が v-からはじまる語は replacer の v-は脱落する： 
 vərdan ərdan‘骨, etc’ 




 EF は Abbi (1992)にもあるように口語的な表現であるので見つかる語彙数は少ないことが




 本稿ではコーパスとして McGREGOR(2003) の THE OXFORD HINDI-ENGLISH 
DICTIONARY を用いる。この辞書には 7 万語を越える単語が収録されている。これをはじ
めから見ていき EF と思われる単語を手作業で拾っていく。そうして拾った語を純粋な EF
に絞るために、語彙数のより多いヒンディー･ヒンディー辞典である Varmā(1991-93)の
Mānaka Hindī kośa を参照した。この辞書は 1 巻が 21948 語、2 巻 2112 語2、3 巻 23653 語、4
巻 21082 語、5 巻 25396 語からなる。 
 
2.1.2. 選定基準 
以下にあげる選定基準をもとに EF を THE OXFORD HINDI-ENGLISH DICTIONARY より
収集した。 
①先行要素と後続要素が 2 音節以上異なるものは省いた。 
②全く同じ単語の繰り返しは、除外した。 
③THE OXFORD HINDI-ENGLISH DICTIONARY及びMānaka Hindī kośa において先行要
素と後続要素を特定するハイフンの記述がない場合は、音が繰り返されているのではな
く、もとから 1 語であると判断し、除外した。 
④先行要素・後続要素が、ともに同一単語の活用形・派生形である場合は除外した。 
⑤先行要素と後続要素の間に別の要素がさらに挿入されているものは除外した。 
⑥Mānaka Hindī kośa で先行要素・後続要素ともに見出し語として載っているものは含め
なかった。ただし、語源の説明部分や意味における記述においてどちらかの要素のエコ
ーと明示されているものに関しては EF に含めた。 
  ⑦どちらの要素も単独でいずれの辞書にも記載のなかったものは、除外した。 
                                                        
1 Abbi(1992)の表記方法と本稿は異なる立場を取っているが、そのまま載せた。  
2 他の巻と比べ語彙数が少ないのは印字ミスだと考えられるが、正確な数が分からないのでこのまま載せ
た。 
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Ⅰ 語頭音節(子音＋母音)の交替 (C₁)V₁X-(C₂)V₂X 
Ⅱ 語頭音素(子音)の交替 C₁VX-C₂VX 
Ⅲ 語頭子音の脱落 CVX-VX 
Ⅳ 母音交替 CV₁X-CV₂X 
Ⅴ 子音の挿入 VX-CVX 
※ 語頭母音の交替 V₁X-V₂X 
 
これらはすべて前の部分をBW として記しているが実際のEFにおいてEW が先んじてい
ても BW を基準に上の反響方法に沿って分類する。たとえば atā-patā は patā が BW である
ので、語頭子音の脱落 CVX-VX とする。 
反響方法として事前に考えていた V₁X-V₂X、語頭の母音交替は今回の辞書による調査では
1 例も見つからなかったため、省いた。そして表 1 においてあらたに付け加えた語末長母音




表 1. 反響方法 
反響方法 分類記号 データの数 
(C₁)V₁X-(C₂)V₂X Ⅰ 15 
C₁VX-C₂VX Ⅱ 40 
CVX-VX Ⅲ 23 
CV₁X-CV₂X Ⅳ 24 
VX-CVX Ⅴ 21 
語末長母音の脱落+m-CVX Ⅵ 6 
その他 Ⅶ 1 
























 Ⅰ. (C₁)V₁X-(C₂)V₂X：sac-muc 本当に (sac「本当の」) 
 Ⅱ. C₁VX-C₂VX：camak-damak きらびやかさ (camak「光ったり輝いたりすること」) 
 Ⅲ. CVX-VX：ās-pās 近くに (pās「近くに」) 
Ⅳ. CV₁X-CV₂X：cup-cāp 黙って (cup「沈黙」) 
Ⅴ. VX-CVX：uthalnā-puthalnā 混乱する (uthalnā「動く」) 
Ⅵ. 語末長母音の脱落+m-CVX3：thukkam-thukkā つばを掛け合うような激しいののしりあ
い (thukkā「つば」) 











                                                        
3 このⅥ.語末長母音の脱落+m-CVX という反響方法は、事前に予想していた他の 5 つの方法と違い、後続
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母音別に分類し、調べた。 
 
表 2. 母音交替 
V₁ V₂ データの数 
ā ū 4 
ī ā 4 
u ā 1 
ū ā 4 
e ā 5 
ai ā 2 




る限り ā以外の母音はすべて ā に交替している。そして āは ūに交替している。まったく例 
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表 3. アンケートにおける反響方法 
分類
記号 
反響方法  ◎ ○ △ × － 
Ⅰ (C₁)V₁X-(C₂)V₂X  0 2 6 16 0 
C₂ : v 55 4 0 3 2 Ⅱ C₁VX-C₂VX 
その他 1 1 5 7 2 
Ⅲ CVX-VX  2 3 17 38 2 
V₁：ā, V₂ : ū 13 15 2 1 1 
V₁：ā 以外の母音, V₂ : ā 6 12 7 10 1 
Ⅳ CV₁X-CV₂X 
その他 3 3 6 3 1 
C : v 10 0 0 1 1 Ⅴ VX-CVX 
その他 0 0 1 3 0 
V₁：ā, V₂ : ū 2 4 2 0 0 ※ V₁X-V₂X 
その他 0 1 3 4 0 
 
上の表から、replacer が v-である EF はⅡ,Ⅴどちらもほとんどの EF が自然に用いられて
いるようである。このことから先行研究で述べてあるように replacer は v-が最も一般的なも
のであることが明らかになった。またⅢに関しては、辞書による調査では一定の量が見つ
かったにもかかわらず、ほとんどの EF が不自然であることが分かった。Ⅳは、ā が ūに交 
替する EF, ā 以外の長母音が ā に交替する EF のどちらも許容度が高いようである。また※








ておらず、そのため得られたデータの数に大きく偏りが出ている。なお、◎を 3 点、○を 2
点、△を 1 点として計算した。
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表 4. アンケートにおける母音交替 
CV₁X-CV₂X V₁ V₂ ◎ ○ △ × － 計 
V₁：ā, V₂ : ū ā ū 13 15 2 1 1 71 
ī ā 2 2 2 2 0 12 
u ā 1 0 2 1 0 5 
ū ā 1 2 0 1 0 7 
e ā 0 3 3 5 1 9 
ai ā 0 2 1 1 0 5 





V₂ : ā 
au ā 2 1 0 1 0 8 
 a ū 0 2 2 0 0 6 
 ā ī 0 0 2 2 0 2 
 ā e 0 0 1 3 0 1 
その他 ā o 0 0 4 4 0 4 
 i ū 3 1 0 0 0 11 
 ī ū 0 0 4 0 0 4 
 ai au 0 0 2 2 0 2 
 
母音交替は辞書の調査結果から、ā は ūに、ā 以外の母音は ā に交替することが明らかに
なった。 
ā が ū に交替する EF は、ほとんど全部の EF が受け入れられ、また聞いたことがあると
回答していたため、広く使われる反響方法であることが明らかになった。それに比べ、ā 以
外の母音が ā に交替する EF は、全体的に見ると ā が ūに交替する EF より受け入れられて
いない。 
その他に関しては、ほとんどが予想通り、△や×と回答と回答する人が多かった。しか
しその中で、a から ūへの交替、i から ūへの交替、īから ūへの交替は×と回答した人がい
なかった。このことから、EW の ūが固定してきているのではないだろうか。それは ā が ū
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先行研究にもあるように、最も一般的な EF は、Ⅱの語頭子音を v に交替する方法であるこ




態であることが分かった。この母音交替は ā から ūへの交替が最も受けいれられている。ā
以外の母音は āに交替することが多いようであるが、広く受け入れられている反響方法とは




とんどの場合 v が挿入されることが明らかになった。 
※の語頭母音の交替は、辞書からはデータが得られず、アンケート調査によって存在す
ることが分かった。このことから文語よりも口語で起こりやすい反響方法である。この反
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